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〈
は
じ
め
に
〉

　
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
九
回
学
術
大
会
が
二
〇
〇
八
年
九

月
五
日
木
、
六
日
金
に
愛
知
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
学

術
大
会
で
は
、
一
般
の
個
人
研
究
発
表
と
は
別
に
五
つ
の
パ
ネ
ル
発

表
が
企
画
さ
れ
、
九
月
六
日
の
午
後
二
時
三
〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
実
施
さ
れ
た
。
主
催
校
の
本
学
で
は
木
村
文
輝
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
他
大
学
の
先
生
方
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
第
四
パ

ネ
ル
「
現
代
人
の
「
い
の
ち
」
と
仏
教
」
を
行
っ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル

に
お
け
る
発
表
者
と
発
表
題
目
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
の
射
程

　
　
　
│
│
自
己
決
定
権
の
「
自
己
」
と
は
誰
か
│
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
文
輝
（
愛
知
学
院
大
学
准
教
授
）

　
二
、
縁
起
思
想
の
生
命
倫
理
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
島
直
樹
（
龍
谷
大
学
教
授
）

　
三
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
イ
ビ
ー
は
王
舎
城
の
夢
を
見
る
か

　
　
　
│
│
生
殖
を
め
ぐ
る
倫
理
と
仏
教
│
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
健
一
（
東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
）

　
四
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
臨
床
か
ら
見
え
て
く
る
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
山
洋
三
（
四
天
王
寺
大
学
准
教
授
）

　
五
、
各
発
表
者
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
栄
人
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）
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本
報
告
で
は
、
こ
の
パ
ネ
ル
の
全
容
を
記
録
と
し
て
残
す
た
め
、

企
画
の
趣
旨
を
記
し
た
後
に
、
四
人
の
発
表
者
が
当
日
の
発
表
内
容

を
踏
ま
え
て
執
筆
し
た
論
文
を
掲
載
す
る
。
そ
の
上
で
、
当
日
の
パ

ネ
ル
発
表
会
場
に
お
け
る
大
野
栄
人
氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
と
、
約
五

十
分
に
及
ん
だ
質
疑
応
答
の
全
文
を
採
録
す
る
。
な
お
、
当
日
の
会

場
で
質
問
を
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
斎
藤
明
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
教

授
）、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
氏（
高
野
山
大
学
准
教
授
）、
紅
楳
英
顕
氏

（
相
愛
大
学
教
授
）、
中
島
小
乃
美
氏（
奈
良
県
立
医
科
大
学
講
師
）

の
四
氏
で
あ
る
。
質
問
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
四
人
の
先
生
方
、
な
ら

び
に
、
当
日
ご
参
集
く
だ
さ
っ
た
学
会
員
の
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。

〈
趣
旨
説
明
〉

　
一
九
八
〇
年
代
に
、
わ
が
国
で
は
臓
器
移
植
医
療
の
実
施
の
是
非

を
め
ぐ
る
国
民
的
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
で
は
こ
の
問
題
を
仏
教
学
的
観
点
か
ら
検
討

す
る
べ
く
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
七
月
に
北
海
道
大
学

で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
九
回
学
術
大
会
総
会
に
お
い
て
「
臓
器
移
植

問
題
検
討
委
員
会
」
の
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。
委
員
長
に
は
愛
知
学

院
大
学
教
授
の
前
田
惠
學
氏
（
現
在
、
愛
知
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

が
就
任
し
、
事
務
局
が
愛
知
学
院
大
学
に
置
か
れ
た
。
ま
た
、
そ
の

事
務
は
大
野
栄
人
氏
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
た
。

　
同
委
員
会
で
は
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
六
月
に
東
北
大
学

で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
一
回
学
術
大
会
に
お
い
て
「
脳
死
・
臓
器
移

植
問
題
お
よ
び
生
命
倫
理
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
、
同
年
九
月
に
臓
器
移
植
問
題
に
関
す
る
「
委
員
会
見
解
」
を
取

り
ま
と
め
た
。
そ
の
詳
細
は
前
田
惠
學
氏
に
よ
る
「
委
員
長
覚
書
」

と
と
も
に
、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
九
巻
一
号（
一
九
九

〇
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
で
は
一
九
九
一
年
（
平
成
三

年
）
七
月
に
仏
教
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
二
回
学
術
大
会
に
お

い
て
改
め
て
「
生
命
倫
理
委
員
会
」
を
設
置
し
、
再
び
前
田
惠
學
氏

を
委
員
長
に
選
任
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五

年
）
に
高
野
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
四
回
学
術
大
会
に
お
い

て
「
仏
教
と
生
命
倫
理
│
│
生
命
操
作
・
脳
死
移
植
問
題
・
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
│
│
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
そ
の

主
要
な
活
動
を
終
了
し
た
。
同
委
員
会
の
活
動
報
告
は
『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第
四
十
二
巻
一
号（
一
九
九
三
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
今
回
愛
知
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
印
度
学
仏
教
学

会
第
五
十
九
回
学
術
大
会
は
、
同
学
会
に
お
い
て
「
臓
器
移
植
問
題

検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
目
に
相
当
す
る
。
ま

た
、
か
つ
て
同
委
員
会
の
事
務
局
が
愛
知
学
院
大
学
に
置
か
れ
て
い

た
縁
も
あ
り
、
今
回
の
パ
ネ
ル
発
表
を
企
画
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
二
十
年
の
間
に
、
わ
が
国
で
は
「
い
の
ち
」
を
め
ぐ
る
様
々

な
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
に
い
わ
ゆ
る

「
臓
器
移
植
法
」
が
制
定
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
同
法
に
も
と

づ
く
七
十
六
例
の
脳
死
移
植
が
実
施
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
十

一
月
末
日
現
在
）。
さ
ら
に
、
一
方
で
は
「
い
の
ち
」
の
誕
生
に
関

わ
る
ク
ロ
ー
ン
や
Ｅ
Ｓ
細
胞
、
代
理
母
等
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
他

方
で
は
「
い
の
ち
」
の
終
焉
に
関
わ
る
介
護
と
看
取
り
、
安
楽
死
等

の
問
題
が
次
々
に
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
「
い
の
ち
」
の
問
題
に
対
し
て
、
仏
教
研

究
者
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
臓
器
移
植
問
題
ほ
ど
に
は
盛
り

上
が
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
そ
の
必
要
性
が

失
わ
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
も
「
い
の

ち
」
の
問
題
に
対
す
る
仏
教
的
考
察
は
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
手
法
が
二
十
年
前
と
同
じ
で
よ
い
と

は
思
わ
れ
な
い
。
現
在
は
、
当
時
の
反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
仏
教

的
考
察
の
新
し
い
方
向
性
を
模
索
す
べ
き
時
機
に
来
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
特
定
の
宗
派
的
見
解
に
偏
る
こ
と
や
、
経

典
や
論
書
の
細
か
い
字
句
の
解
釈
に
拘
泥
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、

臓
器
移
植
や
安
楽
死
と
い
う
個
々
の
問
題
の
是
非
の
判
定
の
み
に
終

始
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
に
も
と
づ
い
て
、
本
パ
ネ
ル
で
は
人
間
の
「
い

の
ち
」
の
問
題
に
関
し
て
、
他
者
と
の
関
係
性
に
注
目
し
つ
つ
、
仏

教
の
立
場
か
ら
総
合
的
に
論
ず
る
た
め
の
基
本
的
立
脚
点
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
最
初
に
発
表
し
た
木
村
は
、「
い
の
ち
」

の
問
題
を
個
人
の
問
題
に
矮
小
化
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、

そ
の
理
論
的
支
柱
の
提
示
と
具
体
的
な
事
例
の
検
討
を
他
の
三
人
の

発
表
者
に
委
ね
た
。
鍋
島
氏
は
、「
い
の
ち
」
が
あ
ら
ゆ
る
生
物
と

非
生
物
と
の
相
互
依
存
の
中
で
存
在
す
る
こ
と
を
縁
起
の
視
点
か
ら

論
じ
、
仏
教
的
生
命
倫
理
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。
前
川
氏
は
、

「
い
の
ち
」
の
誕
生
に
関
わ
る
諸
問
題
を
、「
子
供
が
ほ
し
い
」
と
い

う
欲
望
そ
の
も
の
を
批
判
的
に
見
つ
め
る
仏
教
本
来
の
視
点
か
ら
問

い
直
し
た
。
最
後
に
谷
山
氏
は
、
終
末
期
医
療
を
は
じ
め
、
様
々
な

臨
床
の
場
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
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そ
れ
に
対
す
る
解
決
の
可
能
性
を
仏
教
者
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
。

各
発
表
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
者
に
よ
る
以
下
の

論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

（
文
責=

木
村
文
輝
）


